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災害に備える！
■６月28日　ゆめおーれ勝山、荒土町、平泉寺町

　勝山市総合防災訓練が市内３カ所の会場を中心に
行われました。住民による避難訓練、災害ボランティ
アセンターの設置・運営訓練、大蓮寺川の氾濫を想
定した水防訓練などが行われ、741人の市民が参加
されました。

金沢市の子ども会と交流
■６月27日～28日　小原など

　金沢市・勝山市子ども会の子どもたち27人が、北
谷町小原などで交流を深めました。羽釜でご飯を炊
いたり、ドラム缶のお風呂に入ったりそば打ちをした
りと盛りだくさんの体験を行いました。

市民のチカラで駆除
■６月６日　法恩寺山有料道路

　法恩寺山有料道路に繁茂している特定外来生物の
オオキンケイギクを、呼びかけに応じていただいた
市民約50人が1時間ほどの作業で約1.5㎞の範囲のオ
オキンケイギクを駆除しました。

炭焼き体験
■６月26日　荒土町細野

　荒土小学校の４年生児童10人が炭の原木割りと炭
窯への窯入れを行いました。荒土町ふるさとづくり
協議会のメンバーの方に仕事を教えてもらいながら、
手際よくこなしていました。

災害時の燃料供給に強い味方
■６月16日　市役所

　嶺北石油組合と勝山市が災害時などにおける石油
燃料の供給に関する協定を結びました。災害時など
における緊急車両などへの燃料供給や被災者の一時
休憩所としてガソリンスタンドを提供していただく
ことなどを盛り込んだ協定となっています。動植物の宝庫を観察

■７月５日　池ヶ原湿原

　初夏の池ヶ原湿原の自然観察会が開催されました。
　ミズチドリやモウセンゴケ、モリアオガエルなど
沢山の動植物に参加者たちは目を輝かせていました。
その後、大矢谷の巨大大岩を観察して、自然の不思
議を感じ取っていました。
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

勝
山
で
は
、
多
く
の
農
作
物
が
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
農
作
物
は
、
そ
の
地

域
の
地
形
・
地
質
と
切
っ
て
も
切
れ
な

い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
作
物
が
栽
培
さ

れ
る
土
壌
は
、
河
川
の
上
流
か
ら
運
ば

れ
て
き
た
土
砂
や
地
上
に
あ
る
岩
石
や

地
層
、
火
山
灰
な
ど
が
風
化
し
て
土
に

な
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
土
壌
に
適
し

た
農
作
物
が
特
産
品
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

● 

ク
ロ
ボ
ク
土
壌

　

市
内
に

は
、
大
き
く

分
け
て
10
種

類
以
上
の
土

壌
が
分
布
し

て
い
ま
す
。

荒
土
、
野
向
、

村
岡
、
平
泉

寺
の
地
域
に

は
、「
ク
ロ
ボ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
火
山
灰

が
起
源
の
黒
色
土
壌
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ク
ロ
ボ
ク
は
、
酸
性
土
壌
で
水
は

け
が
良
く
、
養
分
を
蓄
え
な
い
と
い
う

特
徴
を
持
ち
ま
す
が
、
そ
の
土
壌
の
特

徴
を
踏
ま
え
、
稲
作
に
適
す
る
よ
う
に

農
家
が
土
づ
く
り
（
土
壌
改
良
）
を
行

い
な
が
ら
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
産
の
そ
ば
や
野
向
町
の「
え
ご
ま
」は
、

土
壌
を
選
ば
ず
、
あ
ま
り
養
分
を
必
要

と
し
な
い
作
物
で
あ
る
た
め
、
こ
の
土

壌
と
マ
ッ
チ
し
た
特
産
作
物
と
言
え
ま

す
。

● 

段
丘
礫
層
中
を
流
れ
る
伏

流
水
と
勝
山
水
菜

　

北
市
の
河
岸
段
丘
２
段
目

の
段
丘
面
に
あ
る
圃
場
で
は
、

冬
期
間
、
特
産
の
勝
山
水
菜

の
雪
中
栽
培
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
圃
場
の
上
の
段
の
面
か

ら
浅
く
礫
中
を
流
れ
る
地
下
水
が
雪
中

栽
培
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、

地
域
資
源
で

も
あ
る
雪
を

活
用
し
た
雪

中
栽
培
は
、

水
菜
の
糖
分

を
増
す
効
果

が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
形
・
地
質
の
多
様

性
か
ら
生
ま
れ
た
土
壌
分
布
の
多
様
性

は
、
勝
山
で
作
物
栽
培
の
多
様
性
を
育

み
、
勝
山
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を

盛
ん
に
さ
せ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　

今
回
紹
介
し
た
作
物
以
外
に
も
、
土

壌
と
の
関
係
を
示
せ
る
作
物
が
多
く
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
作
物
の
特
徴

を
考
え
、
土
壌
の
こ
と
や
土
壌
と
大
地

の
関
係
を
考
え
る
の
も
、
お
も
し
ろ
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第12回－　地形・地質の多様性から見た勝山の作物栽培の多様性－第12回－　地形・地質の多様性から見た勝山の作物栽培の多様性

勝山水菜の雪中栽培（北市）勝山水菜の雪中栽培（北市）
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
国
際
交
流

員
の
ナ
ン
シ
ー
で
す
。

　

よ
く
自
己
紹
介
の
際
に
「
国
際
交
流

員
は
ど
ん
な
仕
事
を
す
る
の
」
や
「
あ
、

英
語
の
先
生
な
の
ね
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
る
の
で
、
今
回
は
私
が
ど
の
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
を
紹
介
し

ま
す
。

　

国
際
交
流
員
は
「
国
際
交
流
」
を
行

う
こ
と
が
主
な
仕
事
で
す
。「
国
際
交

流
」
と
言
う
と
外
国
語
の
勉
強
が
最
初

に
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
も
う
一
つ
重

要
な
こ
と
が
「
異
文
化
理
解
」（
自
国

文
化
以
外
を
知
り
、
理
解
す
る
こ
と
）

で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
外
国
文
化
を

楽
し
く
経
験
し
学
ん
で
も
ら
う
こ
と

や
、
外
国
人
に
勝
山
・
福
井
・
日
本
を

知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
目

標
で
す
。

　

こ
の
目
標

を
達
成
す
る

た
め
に
、
毎

年
３
〜
４
回

の
国
際
交
流

サ
ロ
ン
を

行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
、
イ
ー
ス

タ
ー
（
４
月
）、
ア
メ
リ
カ
ン
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
（
７
月
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
月
の
国
際
交
流
サ
ロ
ン
で
は
、
欧

米
で
有
名
な
祝
日
で
あ
り
、
春
の
始
ま

り
を
祝
う
イ
ー
ス
タ
ー
を
紹
介
し
ま
し

た
。
勝
山
在
住
の
園
児
と
小
学
生
を
対

象
に
、
中
央
公
園
で
お
菓
子
が
入
っ
た

プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
卵
探
し

や
、
卵
に
色

を
塗
り
模
様

を
描
く
イ
ー

ス
タ
ー
エ
ッ

グ
作
り
を
し

ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の

作
品
は
、
ど

れ
も
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
あ
り
感
動

し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
・
ハ
ワ
イ
の
文
化
を
市
民

の
皆
さ
ん
に
教
え
る
こ
れ
ら
の
行
事

は
、
私
が
勝
山
の
人
や
文
化
を
学
ぶ
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
普
通
に
会
話
を
し
、

お
互
い
の
文
化
や
言
語
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
す
る
こ
と
で
「
草
の
根
の
国
際

化
」
言
わ
ば
「
国
際
交
流
」
が
で
き
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
国
際
交
流
サ
ロ
ン
は
９
月
頃
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
も
し
外
国
に
興
味

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

勝山市国際交流員
サトウ・ナンシー

お互いに意見を交換して「草の根の国際化」を目指す

イースターエッグ作りの様子イースターエッグ作りの様子

アメリカンバーベキューの様子アメリカンバーベキューの様子


